
 

 
 

平成 29 年７月７日 

各   位 

会 社 名  ミクロン精密株式会社 

代表者名  代表取締役社長 榊原 憲二 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード 6159） 

問合せ先   

役職・氏名 取締役管理本部長 遠藤 正明 

電  話  (023)－688－8111（代表） 

 

（訂正・数値データ訂正）「平成 29 年８月期通期業績予想の修正に関するお知らせ」

の一部訂正について 

 

 平成 29 年６月 30 日に公表いたしました「平成 29 年８月期通期業績予想の修正に関するお知ら

せ」に一部訂正すべき事項がありましたので、下記の通り訂正いたします。 

 なお、訂正箇所につきましては下線を付しております。 

 

 記 

 

【訂正理由】 

 親会社株主に帰属する当期純利益を当期純利益と誤って入力したため、訂正するものであります。 

 

【訂正の内容】 

１．平成29年８月期 連結業績予想の修正 

（訂正前） 

  (平成28年９月１日～平成29年８月31日) 

                         （単位：百万円） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回予想（Ａ） 6,505 983 1,041 809 390 円 64 銭 

今回修正（Ｂ） 5,711 772 1,008 755 368 円 01 銭 

増減額（Ｂ－Ａ） △793 △211 △32 △54  

増減率（％） △12.2 △21.5 △3.2 △6.7  

［ご参考］ 

前期実績 

（平成 28年８月期） 

6,706 1,186 1,085 739 350 円 13 銭 

 



 

（訂正後） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

1 株当たり 

当期純利益 

前回予想（Ａ） 6,505 983 1,041 809 390 円 64 銭 

今回修正（Ｂ） 5,711 772 1,008 763 368 円 01 銭 

増減額（Ｂ－Ａ） △793 △211 △32 △46  

増減率（％） △12.2 △21.5 △3.2 △5.7  

［ご参考］ 

前期実績 

（平成 28年８月期） 

6,706 1,186 1,085 739 350 円 13 銭 

 

２．修正の理由 

（訂正前） 

売上高につきましては、売上が翌期以降に繰越となる案件が見込まれることや、一時的に受注

高が少なかった月があり、その後の販売展開や生産活動による追い上げで挽回したものの、当初

予定していた水準に達しなかったこと等から、前回予想を７億93百万円下回る57億11百万円とな

る見込みであります。 

営業利益につきましては、主に売上高の減少により、前回予想を２億 11 百万円下回る７億 72

百万円となる見込みであります。 

経常利益につきましては、前述のとおり営業利益は減少したものの、第３四半期末時点におい

て為替変動により外貨建て資産等から生じた為替差益（営業外収益）93百万円の計上が見込まれ

ること等により、前回予想を32百万円下回る10億８百万円となる見込みであります。当初の業績

予想では見込んでいなかったものの、昨今の為替の状況等に鑑み、第３四半期末時点の為替差益

を、通期業績予想に織り込んでおります。 

また、親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、前述の経常利益の減少等により、前

回予想を 54 百万円下回る７億 55 百万円となる見込みであります。 

なお、配当予想につきましては、現時点において修正の予定はありません。 

 

（訂正後） 

売上高につきましては、売上が翌期以降に繰越となる案件が見込まれることや、一時的に受注

高が少なかった月があり、その後の販売展開や生産活動による追い上げで挽回したものの、当初

予定していた水準に達しなかったこと等から、前回予想を７億93百万円下回る57億11百万円とな

る見込みであります。 

営業利益につきましては、主に売上高の減少により、前回予想を２億 11 百万円下回る７億 72

百万円となる見込みであります。 

経常利益につきましては、前述のとおり営業利益は減少したものの、第３四半期末時点におい

て為替変動により外貨建て資産等から生じた為替差益（営業外収益）93百万円の計上が見込まれ

ること等により、前回予想を32百万円下回る10億８百万円となる見込みであります。当初の業績

予想では見込んでいなかったものの、昨今の為替の状況等に鑑み、第３四半期末時点の為替差益

を、通期業績予想に織り込んでおります。 

また、親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、前述の経常利益の減少等により、前

回予想を 46 百万円下回る７億 63 百万円となる見込みであります。 

なお、配当予想につきましては、現時点において修正の予定はありません。 

 

以  上 


